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今年も残すところわずかとなりました。今年は日本全国酷暑のう

え，長い夏になりました。その夏，悲しいことに長薬同窓会事務局

で長年に渡りお世話くださった大河内さんが亡くなられました。６

年前に病気で倒れられてからも，新しい会報をお送りすると喜んで

おられたと伺っていましたが，この会報をもう読まれる事もないと

思うととても寂しい気持ちでいっぱいです。心からご冥福をお祈り

いたします。また，私など足下にも及びませんが，大河内さんの後

を引き継いで，お世話させていただいております。変わらぬご支援

とご協力をお願い申し上げます。

さて，今年は秋に同窓会を開催されたクラスも多く，締め切りま

で時間がなく，お忙しい中で急ぎ原稿を作成いただきました。ご協

力に深く感謝申し上げます。ご寄稿はいつでも受付けますので，ク

ラス会開催後は，時期に関係なく早めにご寄稿いただければ大変あ

りがたく存じます。

なお，今回から作業場所の確保が難しくなった事もあり，会報等

の発送を業者に依頼することになりました。行き届かない事もある

かと存じますが，ご理解とご協力をお願いいたします。

武次郁子 記

背は２．５mm（決＊平島）

今年も長薬同窓会会員の皆様に多大な協力をい

ただき，第５０号をお届けすることができました。

特に NHK大河ドラマで長崎が注目を集め，改め

て長崎にて同窓会を開催された会員の方々が多

かったように思います。

一方，大河内さんの訃報という悲しい知らせも

ありましたが，追悼記事から大河内さんの在りし

日をそれぞれ思い出していただければ何よりと存

じます。

最後にお忙しい中，多くの原稿をお寄せいただ

きました会員の先生方に感謝申し上げます。

和田光弘 記
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ご 挨 拶

会 長 伊豫屋 偉夫（昭４１）

今年度の総会は，１２年振りに蘇った佐賀支部

「若楠会」の皆さんのご協力により，佐賀市で

多くの会員の皆様の参加を得て開催することが

できました。厚くお礼申し上げます。

また，この総会の開催に併せ，佐賀でクラス

会を開催していただきました各学年の皆様にも

心からお礼申し上げます。

さて，薬学部６年制が始まり今年で５年目に

入り，いよいよ今年５月から学生の薬局・病院

での実務実習が始まりました。関係しておられ

る会員の皆様も多いかと思いますが，多くの立

派な薬剤師が社会に出てきますようご尽力をお

願いします。

ただ，今年３月の長崎大学薬学部の卒業式に

同窓会長として参列させていただいたのです

が，４年制の卒業生のみで４０名と昨年までの８０

名の半分で，会場が半分空いて，少し寂しい感

じがしました。あと１年はこの状態が続くのだ

なあと思うとともに，同窓会の会員も２年間は

半数に減るのだなあと実感させられました。

現在，長薬同窓会の会員は約４３００名で，全国

各地でいろいろな職業に従事し，国民の健康の

増進と環境の保全等に日々活躍しておられます。

同窓会は皆さんの参加があって成り立っていま

す。先輩・後輩が一堂に会し，同じ大学を卒業

したということで，心を開いて情報交換するこ

とができる総会に必ず顔を出すよう，是非周り

の会員にも呼びかけていただきますようお願い

します。特に，平成卒の会員の皆さんの参加を

よろしくお願いします。

長薬同窓会のホームページも伊藤 潔幹事

（昭５９）の全面的なご協力により，同窓会に関

する最新の情報を提供していますので，是非「長

薬同窓会」でアクセスしてみてください。また，

毎年１２月末に会報の発行を行うことにしていま

すので，各支部の取り組みや各学年のクラス会

の動向等も E-mailで事務局まで情報提供をお

願いします。

なお，今年は３年に１度の名簿を発行しまし

た。氏名，住所，勤務先等変更のあった方はそ

の都度事務局までご連絡をお願いします。

次に，訃報ですか，３０年近く同窓会事務局員

として同窓生並びに学生のお世話をしていただ

きました大河内さんが８月２４日にお亡くなりに

なりました。私も葬儀に参列しお参りしてきま

したが，多くの同窓生から当時の思い出を綴っ

た弔電が沢山寄せられていました。ご冥福をお

祈りいたします。

長薬同窓会を核にして，同窓生を取り巻く大

きな環境の変化に的確に対応し，同窓生が各々

の立場で大いに活躍し発展していかれますこと

を祈念してご挨拶といたします。

―１―



長薬同窓会の皆様へ

はたけ やま すすみ

長崎大学薬学部長 畑 山 範

長薬同窓会の皆様におかれましては益々御健
勝のこととお慶び申し上げます。
薬学教育６年制がスタートして，早くも４年
が過ぎました。この教育制度改革にあたり，長
崎大学薬学部は，薬剤師と創薬研究者の両者を
育成することを基本方針として，創薬研究者の
養成を主とする４年制課程と薬剤師養成を主と
する６年制課程を併置しました。４年制課程で
は，この３月に最初の卒業生が出たばかりであ
り，そのほとんどは大学院に進学しております。
一方，６年制課程では，事前実習，CBT，OSCE，
そして教育の質の保証のための自己評価トライ
アルも何とか終え，この５月から病院と保険薬
局での長期実務実習も始まっております。この
新しい薬学の教育システムは，平成２４年に修士
課程の上に博士後期課程と６年制学部の上に博
士課程が出来た時点で一応完成を迎えることに
なります。
以下に，薬学部が現在取り組んでいることに
ついて簡単に紹介させていただきます。まず，
薬剤師教育に関しましては，平成１９，２０年度の
２年間行いました概算要求事業の「離島・僻地
医療に貢献できる薬剤師の養成教育プログラ
ム」に引き続き「在宅医療と福祉に重点化した
薬学と看護学の統合教育とチーム医療総合職養
成の拠点形成」と題したプロジェクトが文部科
学省の戦略的大学連携支援プログラム（いわゆ
る連携 GP）に昨年度採択され，２年目を迎え
ているところであります。本連携事業の中で，
今後益々高まる在宅医療のニーズに対応すべく，
在宅医療の現場で患者が必要としている様々な
ケアに対応できる臨床能力を身につけた薬剤師
を養成するため，長崎県立大学と長崎国際大学
と連携し，薬学と看護の基礎的な知識と技能の
共通化を図るチーム医療教育を展開しておりま
す。
一方，４年制学科の創薬研究者養成教育に関
しましては，長薬協会の解散を機に，その基本
財産をもとに下村 脩先生のお名前を冠した「長
崎大学薬学部下村 脩博士ノーベル化学賞顕彰

記念創薬研究教育センター」を設置することが
決定しました。これによって，創薬研究におい
て世界で活躍できる人材養成の環境作りを強化
します。既に下村先生から特別顧問にご就任い
ただくことを了承いただいております。
最後に，この１年での主な異動について報告
いたします。まず，昨年１０月に衛生化学研究室
に淵上剛志助教が新たに加わり，１１月には，連
携 GPの有期雇用職員として水野恭伸准教授が
着任しました。さらに，本年１月に，中村純三
教授の後任として西田孝洋准教授が教授に昇任
し，薬剤学研究室を主宰しております。２月に
は，長崎大学が推進している「地方総合大学に
おける若手人材育成戦略」のテニュアトラック
事業に関連して村松 渉助教が着任し，薬品合
成化学研究室の尾野村 治教授と協力して創薬
化学研究を行っております。３月には，昭和４８
年から長きにわたり研究，教育において薬学部
を牽引していただいた薬品生物工学研究室の芳
本 忠教授が定年を迎えられ，ご退職しました。
芳本先生には，学部長として薬学部の組織運営
にも重責を担っていただきました。現在，摂南
大学理工学部生命科学科長として研究，教育，
組織運営に多忙な日々を過ごしておられます。
また，３月に，薬化学研究室の袁 徳其准教授
が神戸学院大学に教授として転出し，４月には，
麓 伸太郎助教が薬剤学研究室の准教授に昇任
しました。５月には，連携 GPの水野恭伸准教
授が辞職しましたが，６月から手嶋無限准教授
が新たに連携 GP有期雇用職員として加わりま
した。そして，７月と８月に，薬化学研究室と
分子薬理学研究室にそれぞれ大庭 誠准教授と
松永隼人助教が着任しました。このように，本
薬学部では人事異動が活発に行われております。
このことは教育と研究の活性化にとって非常に
好ましいと思われます。
以上，長崎大学薬学部の現況を簡単に述べさ
せて頂きましたが，同窓会の皆様には，薬学部
のさらなる発展に向けて，御支援，御高配を賜
りますようお願い申し上げます。

―２―




